
おたすけ活動報告書 
 

活動：東京の科学博物館を見学する。 
 
参加者：(敬称略・所属は参加当時のもの) 
・理学部数物科学科物理学コース 2年 津田明日華 
・理学部数物科学科物理学コース 2年 鷺坂奏絵 
・理学部数物科学科数学コース 2年 井波はるな 
・理学部数物科学科数学コース 2年 我如古真夕 
・理学部数物科学科 1年 片岡陽子  
・理学部数物科学科 1年 森繁緑  
・理学部数物科学科 1年 日下部愛子 
・引率者 理学部自然科学考房 教務補佐員 山中聡恵 
 
 
目的：私たちのグループには理学部の SOL(Science Open Labo)に参加した学生や教職課程
を取っている学生、これから自然科学考房（理学部）のプロジェクトの一環として小・中

学生対象のイベントに参加し、科学分野の研究について紹介、指導をしたいという学生が

中心で、教材開発に興味を持っています。また、全員が数物科学科に所属し、コース選択

や研究室選択を控えています。そこで、 
 
1.次回の SOL・イベントへの参加や教育実習に向けて、科学館の展示内容やその方法を実
際に見て、体験することで教材開発の引き出しを増やすこと 

2.原点に立ち返り、「自分自身がどのような分野に興味を抱いているか」を再認識、再確認
することで 2回生のコース選択や 3回生での研究室分属の助けとしたい 

 
という点を目的とし、科学館へ行ってみたいと考えました。 
奈良県内だけでなく、近畿地方には興味深い展示をしている科学館は多くあります。こ

れらの全ての施設に行けるとよいのですが、実際には、時間がない、入館料や交通費の負

担が大きい、などの問題があり、近畿地方にあっても学生には気軽に行ける施設ではあり

ません。 
科学博物館は全国にもたくさんあります。小学生や中学生の時に地元の科学博物館へ見学

に行ったことのある学生も多いですが、科学館というと、やはり物理学や天文学、生物学

の展示のイメージが強いと思います。しかしながら物理学や化学などと関係の深い数学分

野の展示は、特別展示・常設展示ともに少ないのが現状です。そのなかでも、特に数学を

中心とした常設展示を行っている科学博物館は、東京のリス―ピアと数学体験館の二つだ



けです。また、企業博物館としての科学博物館も関西にはほとんどなく、やはり東京に集

中しています。センター休みの平日を利用し、これらの科学博物館を中心として、日頃奈

良や近畿地方に住んでいては簡単に行くことのできない科学館に実際に行ってみたい、と

いう思いからこの活動を企画しました。 
 
日程：  
1月 13日（水）授業後 

近鉄奈良→東京へ 
御徒町にて宿泊 
 

1月 14日（木） 
   台場 ソニー・エクスプローラサイエンス  
   船の科学館 日本科学未来館  
   有明 リスーピア  
   御徒町にて宿泊 
 
1月 15日（金） 
   竹橋 科学技術館  
   飯田橋 数学体験館 
   東京→近鉄奈良へ 
 
活動を終えて：  
・小さいころの「楽しい」という気持ちと、さまざまな知識を身につけたあとの「楽しい」

には違いがあった。 
・学んだこととリンクする部分にも「科学館の楽しさ」を見出せるようになったし、その

ような体験が復習にもつながると感じた。 
・企業科学館では、その企業が持つ技術を通じて様々な現象について体験できた。また市

営の科学館では、原理や技術が用いられる現場、それらが抱える問題点を解説などから学

ぶことができ、それぞれの特徴により学べることが違っているように感じた。 
 
















